
6 月 7 日 （ 金 ）6 月 7 日 （ 金 ）6 月 7 日 （ 金 ）6 月 7 日 （ 金 ） 平 成 2 5 年 度 「 諸 計 画 」 要 求 の 締 切平 成 2 5 年 度 「 諸 計 画 」 要 求 の 締 切平 成 2 5 年 度 「 諸 計 画 」 要 求 の 締 切平 成 2 5 年 度 「 諸 計 画 」 要 求 の 締 切

6 月 1 2 日 （ 水 ）6 月 1 2 日 （ 水 ）6 月 1 2 日 （ 水 ）6 月 1 2 日 （ 水 ） 再 調 査 を 依 頼 す る 場 合 の 締 切再 調 査 を 依 頼 す る 場 合 の 締 切再 調 査 を 依 頼 す る 場 合 の 締 切再 調 査 を 依 頼 す る 場 合 の 締 切

6 月 1 7 日 （ 日 ）6 月 1 7 日 （ 日 ）6 月 1 7 日 （ 日 ）6 月 1 7 日 （ 日 ） 平 成 2 5 年 度 「 諸 計 画 」 の 申 入 れ平 成 2 5 年 度 「 諸 計 画 」 の 申 入 れ平 成 2 5 年 度 「 諸 計 画 」 の 申 入 れ平 成 2 5 年 度 「 諸 計 画 」 の 申 入 れ

7 月 5 日 （ 金 ）7 月 5 日 （ 金 ）7 月 5 日 （ 金 ）7 月 5 日 （ 金 ） 「 労 働 協 約 」 要 求 の 締 切「 労 働 協 約 」 要 求 の 締 切「 労 働 協 約 」 要 求 の 締 切「 労 働 協 約 」 要 求 の 締 切

7 月 2 9 日 （ 月 ）7 月 2 9 日 （ 月 ）7 月 2 9 日 （ 月 ）7 月 2 9 日 （ 月 ） 協 約 で 再 調 査 を す る 場 合 の 締 切協 約 で 再 調 査 を す る 場 合 の 締 切協 約 で 再 調 査 を す る 場 合 の 締 切協 約 で 再 調 査 を す る 場 合 の 締 切

8 月 3 日 （ 土 ）8 月 3 日 （ 土 ）8 月 3 日 （ 土 ）8 月 3 日 （ 土 ） 第 2 8 回 東 海 本 部 大 会 （ 金 山 ・ 労 働 会 館 ）第 2 8 回 東 海 本 部 大 会 （ 金 山 ・ 労 働 会 館 ）第 2 8 回 東 海 本 部 大 会 （ 金 山 ・ 労 働 会 館 ）第 2 8 回 東 海 本 部 大 会 （ 金 山 ・ 労 働 会 館 ）

8 月 5 日 （ 月 ）8 月 5 日 （ 月 ）8 月 5 日 （ 月 ）8 月 5 日 （ 月 ） 「 労 働 協 約 」 要 求 を 提 出「 労 働 協 約 」 要 求 を 提 出「 労 働 協 約 」 要 求 を 提 出「 労 働 協 約 」 要 求 を 提 出

「「「「 が んが んが んが ん 」」」」 のののの 保 障保 障保 障保 障 　　　　 　 ≪ 生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ ａ ｙ ｓ （ デ イ ズ ） ≫　 ≪ 生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ ａ ｙ ｓ （ デ イ ズ ） ≫　 ≪ 生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ ａ ｙ ｓ （ デ イ ズ ） ≫　 ≪ 生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ ａ ｙ ｓ （ デ イ ズ ） ≫

保 険 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は １ ０ 年 更 新 ） 　 　 　 契 約 年 齢 ： ０ 歳 ～ ８ ０ 歳 、保 険 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は １ ０ 年 更 新 ） 　 　 　 契 約 年 齢 ： ０ 歳 ～ ８ ０ 歳 、保 険 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は １ ０ 年 更 新 ） 　 　 　 契 約 年 齢 ： ０ 歳 ～ ８ ０ 歳 、保 険 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は １ ０ 年 更 新 ） 　 　 　 契 約 年 齢 ： ０ 歳 ～ ８ ０ 歳 、                       　 　 　  生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ Ａ Ｙ Ｓ                      　 　 　  生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ Ａ Ｙ Ｓ                      　 　 　  生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ Ａ Ｙ Ｓ                      　 　 　  生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ Ａ Ｙ Ｓ （ ﾃ ﾞ ｲ ｽ ﾞ ） 　（ ﾃ ﾞ ｲ ｽ ﾞ ） 　（ ﾃ ﾞ ｲ ｽ ﾞ ） 　（ ﾃ ﾞ ｲ ｽ ﾞ ） 　 ス タ ン ダ ー ド プ ラ ンス タ ン ダ ー ド プ ラ ンス タ ン ダ ー ド プ ラ ンス タ ン ダ ー ド プ ラ ン

ス タ ン ダ ー ド プ ラ ン 　 　 　 入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 の 場 合ス タ ン ダ ー ド プ ラ ン 　 　 　 入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 の 場 合ス タ ン ダ ー ド プ ラ ン 　 　 　 入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 の 場 合ス タ ン ダ ー ド プ ラ ン 　 　 　 入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 の 場 合 ◆ 月 払 保 険 料 （ 団 体 取 扱 ）◆ 月 払 保 険 料 （ 団 体 取 扱 ）◆ 月 払 保 険 料 （ 団 体 取 扱 ）◆ 月 払 保 険 料 （ 団 体 取 扱 ）

初 め て 診 断 確 定 さ れ た と き が ん の 場 合 一 時 金 と し て 　 １ ０ ０ 万 円

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 診 断 給 付 金診 断 給 付 金診 断 給 付 金診 断 給 付 金 上 皮 内 新 生 物 の 場 合 一 時 金 と し て 　 　 １ ０ 万 円 ３ ５ 歳 ４ ５ 歳 ５ ５ 歳 ６ ５ 歳

入 院 し た と き 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 入 院 給 付 金入 院 給 付 金入 院 給 付 金入 院 給 付 金 １ 日 つ き １ ０ ， ０ ０ ０ 円 男 性 ３ ， ６ ５ ６ 円 ５ ， ６ ０ ８ 円 ９ ， ３ ６ ０ 円 １ ５ ， １ ９ ０ 円

通 院 し た と き 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 通 院 給 付 金通 院 給 付 金通 院 給 付 金通 院 給 付 金 １ 日 つ き １ ０ ， ０ ０ ０ 円 女 性 ３ ， ７ ３ ４ 円 ５ ， ２ ７ ４ 円 ６ ， ８ ６ ４ 円   ９ ， ０ ４ ８ 円

手 術 し た と き 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 手 術 治 療 給 付 金手 術 治 療 給 付 金手 術 治 療 給 付 金手 術 治 療 給 付 金 １ 回 に つ き ２ ０ 万 円

放 射 線 治 療 を 受 け た と き 　  　 放 射 線 治 療 給 付 金放 射 線 治 療 給 付 金放 射 線 治 療 給 付 金放 射 線 治 療 給 付 金 １ 回 に つ き ２ ０ 万 円

抗 が ん 剤 治 療 を 受 け た と き

抗 が ん 剤 治 療 を 受 け た 月 ご と に

１ カ 月 １ ０ 万 円 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 抗 が ん 剤 治 療 給 付抗 が ん 剤 治 療 給 付抗 が ん 剤 治 療 給 付抗 が ん 剤 治 療 給 付

金金金金

乳 が ん ・ 前 立 腺 が ん の ホ ル モ ン 療 法 の と き

１ カ 月 　 ５ 万 円

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 プ レ ミ ア サ ポ ー ト　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 プ レ ミ ア サ ポ ー ト　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 プ レ ミ ア サ ポ ー ト　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 プ レ ミ ア サ ポ ー ト

◎ 詳 し く は 、 パ ン フ レ ッ ト （ 契 約 概 要 ） を ご 覧 く だ さ い 。◎ 詳 し く は 、 パ ン フ レ ッ ト （ 契 約 概 要 ） を ご 覧 く だ さ い 。◎ 詳 し く は 、 パ ン フ レ ッ ト （ 契 約 概 要 ） を ご 覧 く だ さ い 。◎ 詳 し く は 、 パ ン フ レ ッ ト （ 契 約 概 要 ） を ご 覧 く だ さ い 。

入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 　 定 額 タ イ プ 保 険 料入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 　 定 額 タ イ プ 保 険 料入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 　 定 額 タ イ プ 保 険 料入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 　 定 額 タ イ プ 保 険 料

払 込 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は 1 0 年 更 新 ）払 込 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は 1 0 年 更 新 ）払 込 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は 1 0 年 更 新 ）払 込 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は 1 0 年 更 新 ）

訪 問 面 談 サ ー ビ ス と 専 門 医 紹 介

（ こ の サ ー ビ ス は 、 株 式 会 社 　 法 研 が 提 供 す る サ ー ビ ス で す ）

＜ 募 集 代 理 店 ＞＜ 募 集 代 理 店 ＞＜ 募 集 代 理 店 ＞＜ 募 集 代 理 店 ＞

ア ベ ニ ー ル 株 式 会 社ア ベ ニ ー ル 株 式 会 社ア ベ ニ ー ル 株 式 会 社ア ベ ニ ー ル 株 式 会 社

T E L ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 1 0 　 F A X ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 2 2T E L ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 1 0 　 F A X ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 2 2T E L ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 1 0 　 F A X ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 2 2T E L ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 1 0 　 F A X ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 2 2

〒 1 0 5 - 0 0 0 4  東 京 都 港 区 新 橋 5 - 1 5 - 5 交 通 ビ ル 3 F〒 1 0 5 - 0 0 0 4  東 京 都 港 区 新 橋 5 - 1 5 - 5 交 通 ビ ル 3 F〒 1 0 5 - 0 0 0 4  東 京 都 港 区 新 橋 5 - 1 5 - 5 交 通 ビ ル 3 F〒 1 0 5 - 0 0 0 4  東 京 都 港 区 新 橋 5 - 1 5 - 5 交 通 ビ ル 3 F

＜ 引 受 保 険 会 社 ＞  ア フ ラ ッ ク 　 東 京 第 三 法 人 営 業 部＜ 引 受 保 険 会 社 ＞  ア フ ラ ッ ク 　 東 京 第 三 法 人 営 業 部＜ 引 受 保 険 会 社 ＞  ア フ ラ ッ ク 　 東 京 第 三 法 人 営 業 部＜ 引 受 保 険 会 社 ＞  ア フ ラ ッ ク 　 東 京 第 三 法 人 営 業 部

〒 1 6 3 - 0 4 5 6〒 1 6 3 - 0 4 5 6〒 1 6 3 - 0 4 5 6〒 1 6 3 - 0 4 5 6

東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 2 - 1 - 1 　 新 宿 三 井 ビ ル東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 2 - 1 - 1 　 新 宿 三 井 ビ ル東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 2 - 1 - 1 　 新 宿 三 井 ビ ル東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 2 - 1 - 1 　 新 宿 三 井 ビ ル

当 社 保 険 に 関 す る お 問 い 合 わ せ ・ 各 種 お 手 続 き当 社 保 険 に 関 す る お 問 い 合 わ せ ・ 各 種 お 手 続 き当 社 保 険 に 関 す る お 問 い 合 わ せ ・ 各 種 お 手 続 き当 社 保 険 に 関 す る お 問 い 合 わ せ ・ 各 種 お 手 続 き

コ ー ル セ ン タ ー 　 0 1 2 0 - 5 5 5 5 - 9 5コ ー ル セ ン タ ー 　 0 1 2 0 - 5 5 5 5 - 9 5コ ー ル セ ン タ ー 　 0 1 2 0 - 5 5 5 5 - 9 5コ ー ル セ ン タ ー 　 0 1 2 0 - 5 5 5 5 - 9 5

( 2 0 1 1 年 4 月 1 日 現 在 ）

（ す べ て の 保 険 期 間

を 通 じ 通 算 ６ ０ ０ 万 円

ま で ）

＜ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 ＞ の 更 新 後 の 保 険 料 は 更 新 時 の 年 齢 ・

保 険 料 率 に よ っ て 決 ま り ま す 。

A F 0 0 7 - 2 0 1 1 - 0 1 8 6 　 4 月 2 5 日

（ 上 皮 内 新 生 物 は 対 象 外 ）
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冒
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と
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る

。
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、
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に
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拶

し

ま

し

た

。
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が

、
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が
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を
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、
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を
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が
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と
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が
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た

。

新

幹

線

地

本

は

、

2

月

16

日

に

拡

大

地

方

委

員

会

を

開

催

し

て

春

闘

の

取

り

組

み

の

決

定

を

し

た

。

三

大

要

求

に

つ

い

て

は

、

18

分

会

す

べ

て

で

出

さ

れ

た

が

、

取

り

組

み

状

況

は

各

職

場

に

よ

っ

て

温

度

差

が

あ

る

。

3

月

12

日

に

統

一

行

動

日

を

設

定

し

、

品

川

駅

、

三

島

駅

、

新

大

阪

駅

な

ど

で

ビ

ラ

配

布

行

動

を

行

っ

た

。

大

阪

地

区

で

は

、

Ｊ

Ａ

Ｌ

の

原

告

団

も

行

動

に

参

加

す

る

中

で

宣

伝

行

動

、

学

習

会

な

ど

が

開

催

さ

れ

前

進

面

が

あ

っ

た

。名

古

屋

地

本

は

、

1

月

12

日

に

支

部

・

分

会

代

表

者

会

議

を

開

催

し

、

13

春

闘

に

向

け

た

意

思

統

一

を

図

る

と

と

も

に

、

労

基

署

の

監

督

官

を

招

い

て

の

労

働

時

間

管

理

に

つ

い

て

の

学

習

会

を

開

催

し

た

。

2

月

11

日

の

ト

ヨ

タ

総

行

動

に

約

30

人

の

組

合

員

が

参

加

し

地

域

や

労

働

者

と

一

体

と

な

っ

た

行

動

を

行

っ

た

。

集

中

行

動

日

で

あ

る

3

月

12

日

は

、

各

支

部

に

よ

る

主

要

駅

頭

で

の

宣

伝

行

動

を

行

っ

た

。

今

春

闘

、

運

動

に

課

題

は

残

る

が

、

要

求

は

前

進

し

て

い

る

。

静

岡

地

本

は

、

1

月

17

日

に

支

部

・

分

会

の

代

表

者

を

集

め

て

意

思

統

一

を

図

い

具

体

的

な

運

動

を

提

起

し

た

。

職

場

の

三

大

要

求

運

動

は

、

運

動

の

定

着

も

あ

り

、

例

年

よ

り

早

め

の

取

り

組

み

と

な

り

、

小

さ

い

な

が

ら

も

前

進

面

が

報

告

さ

れ

て

い

る

。

国

労

東

海

国鉄労働組合

東海エリア本部

東

京

都

港

区

新

橋

５

‐

15

‐

５

交

通

ビ

ル

４

階

発発発発

行行行行

責責責責

任任任任

者者者者

渡渡渡渡

邉邉邉邉

良良良良

成成成成

編編編編

集集集集

責責責責

任任任任

者者者者

高高高高

木木木木

宏宏宏宏
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『『『『要要要要求求求求づづづづくくくくりりりり』』』』ががががススススタタタターーーートトトト

国

労

東

海

本

部

は

５

月

10

日

、

東

京

・

新

橋

で

「

第

1

回

書

記

長

・

業

務

部

長

・

職

協

議

長

会

議

」

を

開

催

し

ま

し

た

。

今

後

、

地

方

や

職

協

か

ら

組

合

員

の

意

見

を

集

め

、

13

年

の

会

社

諸

計

画

な

ら

び

に

労

働

協

約

改

訂

に

向

け

て

会

社

に

申

し

入

れ

を

行

い

、

労

働

条

件

の

改

善

を

目

指

し

ま

す

。

職

場

を

基

礎

と

し

て

工

夫

し

た

運

動

を

春

闘

を

総

括

し

次

へ

今今今今後後後後ののののススススケケケケジジジジュュュューーーールルルル

活活活活

発発発発

なななな

議議議議

論論論論

をををを

行行行行

っっっっ

たたたた

「「「「

書書書書

記記記記

長長長長

・・・・

業業業業

務務務務

部部部部

長長長長

・・・・

職職職職

協協協協

議議議議

長長長長

会会会会

議議議議

」」」」

（（（（

５５５５

月月月月

11110000

日日日日

））））



請

願

行

動

で

は

、

国

労

東

海

本

部

も

、

地

裁

宛

、

高

裁

宛

の

個

人

請

願

書

を

提

出

。

全

体

と

し

て

、

地

裁

宛

が

約

２

３

０

０

通

、

高

裁

宛

が

約

２

４

０

０

通

と

多

数

の

請

願

書

が

提

出

さ

れ

ま

し

た

。

そ

の

後

の

東

京

地

裁

・

高

裁

包

囲

行

動

で

は

、

主

催

者

を

代

表

し

て

あ

い

さ

つ

し

た

東

京

争

議

団

の

小

関

議

長

は

、

地

裁

・

高

裁

で

不

当

判

決

が

続

き

、

財

界

・

大

企

業

の

横

暴

に

迎

合

す

る

流

れ

が

あ

る

と

批

判

。

さ

ら

に

、

安

倍

内

閣

が

労

働

法

制

に

「

解

雇

自

由

」

の

原

則

を

盛

り

込

も

う

と

し

て

い

る

こ

と

を

告

発

。

「

首

切

り

自

由

化

は

許

さ

な

い

。

人

間

ら

し

く

働

く

た

め

の

共

同

の

た

た

か

い

を

す

す

め

よ

う

」

と

呼

び

か

け

ま

し

た

。

そ

の

後

、

各

争

議

団

か

ら

の

報

告

と

訴

え

を

行

い

ま

し

た

が

、

Ｊ

Ａ

Ｌ

不

当

解

雇

撤

回

裁

判

を

代

表

し

て

山

口

乗

員

原

告

団

長

が

マ

イ

ク

を

握

り

ま

し

た

。

山

口

団

長

は

、

「

地

裁

判

決

は

経

験

と

年

齢

に

相

関

関

係

が

な

い

と

す

る

な

ど

、

被

告

で

あ

る

会

社

も

言

っ

た

こ

と

の

な

い

不

当

な

判

断

だ

。

判

決

は

法

と

事

実

に

基

づ

い

た

も

の

と

は

言

え

な

い

」

と

批

判

し

て

、

「

最

後

ま

で

勝

つ

ま

で

闘

う

」

と

決

意

表

明

し

ま

し

た

。

参

加

者

は

最

後

に

、

地

裁

・

高

裁

へ

む

け

て

シ

ュ

プ

レ

ヒ

コ

ー

ル

を

行

い

ま

し

た

。

日

本

維

新

の

会

共

同

代

表

の

橋

下

徹

大

阪

市

長

が

５

月

13

日

に

記

者

会

見

で

「

従

軍

慰

安

婦

は

必

要

だ

っ

た

」

と

述

べ

、

さ

ら

に

米

海

兵

隊

の

司

令

官

に

対

し

て

「

風

俗

業

を

活

用

し

て

ほ

し

い

」

と

述

べ

た

の

は

記

憶

に

新

し

い

こ

と

で

す

。

そ

の

後

、

内

外

の

批

判

が

強

ま

り

、

５

月

27

日

に

は

、

日

本

外

国

特

派

員

協

会

で

記

者

会

見

を

行

い

、

在

日

米

軍

司

令

官

に

風

俗

業

活

用

を

勧

め

た

こ

と

に

対

し

て

は

改

め

て

撤

回

し

謝

罪

し

ま

し

た

が

、

従

軍

慰

安

婦

問

題

に

つ

い

て

は

、

「

戦

時

に

お

い

て

は

、

世

界

各

国

の

軍

が

女

性

を

必

要

と

し

て

い

た

の

で

は

な

い

か

と

発

言

し

た｣

と

姑

息

な

主

張

を

繰

り

返

し

、

マ

ス

コ

ミ

の

報

道

が

悪

い

の

で

誤

報

が

流

れ

た

な

ど

と

開

き

直

っ

て

い

ま

す

。

安

倍

首

相

も

、

「

前

安

倍

政

権

時

代

に

強

制

連

行

を

証

明

す

る

事

実

が

な

か

っ

た

こ

と

を

閣

議

決

定

し

て

い

る

」

と

述

べ

る

な

ど

、

強

制

性

と

日

本

政

府

の

責

任

を

否

定

す

る

主

張

を

し

て

い

ま

す

。

私

た

ち

国

労

は

、

平

和

と

民

主

主

義

を

守

る

闘

い

を

一

貫

し

て

取

り

組

ん

で

き

ま

し

た

。

今

、

こ

の

よ

う

な

歴

史

認

識

を

歪

曲

す

る

よ

う

な

発

言

が

首

相

や

首

長

か

ら

出

さ

れ

る

こ

と

は

、

大

き

な

問

題

で

あ

り

、

断

じ

て

許

せ

ま

せ

ん

。

職

場

や

地

域

か

ら

問

題

発

言

に

対

す

る

強

い

抗

議

を

行

う

こ

と

が

求

め

ら

れ

て

い

ま

す

。
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国労東海本部はこのほど、ホームページをリ

ニューアルしました。

フロント部分には新たに「写真ギャラリー」

を 設け

るなど、

よ り親

し みや

す さと

多 くの

組 合員

の参加を追求しています。

そこで、この「ギャラリー」に掲載する写真

を応募します。組合員や家族など、またはOBの

方ならどなたでも応募できます。鉄道写真に限

らず、風景や祭りなど、それぞれの自信作をお

待ちしていますので、ぜひ、応募してください。

応募要項と送付先は次のとおりです。

１、撮影日付 ２、撮影場所 ３、撮影者名と

分会名（ＯＢの方は所属していた分会名）４、

送付先 Ｅメール：nru-tk-tky4@star.odn.ne.j

p なお、写真データはWeb 掲載用に圧縮してく

ださい。５、問い合わせ 国労東海本部まで

℡ 03-5403-1658

「

首

切

り

自

由

は

許

さ

な

い

」

の

1

点

で

の

共

同

行

動

が

５

月

15

日

、

東

京

・

霞

が

関

で

取

り

組

ま

れ

ま

し

た

。

乱

暴

で

、

不

当

な

解

雇

が

相

次

ぎ

、

こ

れ

を

認

め

る

裁

判

所

の

不

当

判

決

が

続

く

中

、

こ

う

し

た

流

れ

を

変

え

よ

う

と

、

東

京

地

裁

・

高

裁

の

あ

る

霞

が

関

を

包

囲

す

る

「

５

・

15

霞

が

関

大

行

動

」

と

し

て

、

け

ん

り

総

行

動

実

行

委

員

会

と

東

京

争

議

団

共

闘

会

議

の

呼

び

か

け

で

結

成

さ

れ

た

実

行

委

員

会

が

主

催

し

ま

し

た

。

上

部

団

体

の

違

い

を

越

え

て

７

０

０

人

が

参

加

。

あ

わ

せ

て

Ｊ

Ａ

Ｌ

不

当

解

雇

撤

回

等

を

要

請

す

る

レ

ッ

ド

カ

ー

ド

（

個

人

請

願

書

）

を

東

京

地

裁

・

高

裁

へ

個

人

請

願

行

動

を

行

い

ま

し

た

。

5555

・・・・

11115555

行行行行

動動動動

でででで

はははは

、、、、

東東東東

京京京京

地地地地

裁裁裁裁

・・・・

高高高高

裁裁裁裁

へへへへ

個個個個

人人人人

請請請請

願願願願

をををを

行行行行

っっっっ

たたたた

5・15霞が関包囲大行動


